
日本慢性期医療協会 オンライン研修

ＬＩＦＥの運用に向けた実践セミナー 

～令和３年度介護報酬改定を受けて～ 

令和３年度介護報酬改定では、科学的介護情報システム ＬＩＦＥが導入され、今後の介護にはエビデ

ンスに基づく科学的な介護が求められることとなりました。自立支援や重度化防止の促進、リハビリテ

ーション、褥瘡管理、排せつ支援、栄養管理、口腔管理など、様々なサービスに関する加算にはデータ

提出とフィードバックの活用によるＰＤＣＡサイクルの推進が条件付けされております。 

ＬＩＦＥについては、当会の介護報酬改定説明会におきましても、厚生労働省よりご説明がございまし

た。しかしながら、ＬＩＦＥへの実際のデータ入力については、まだソフトが十分に使える段階ではな

いため、現場ではなかなか運用が進まず、混乱が生じております。 

そこで、少しでも早く運用が開始できるよう、下記のように研修会を開催いたします。是非ご参加いた

だきまして、貴施設がスムーズにＬＩＦＥに取り組むことができますことを願っております。 

開催概要

【日   程】  ２０２１年５月８日（土） １２：５０～１７：００頃 

【プログラム（予定）】 

開講挨拶 橋本康子 日本慢性期医療協会 副会長・研修委員会委員長  

１．慢性期医療・介護現場におけるデータ管理の重要性と必要性（約 30分） 

 井川誠一郎 淀川平成病院院長 

２． LIFE入力までの実際 事例１（約 60分） 

 介護医療院 湖東病院 

３． LIFE入力までの実際 事例２（約 60分） 

 原 隆祥 介護老人保健施設大誠苑 事務長 

４． LIFE入力に関するソフトの実際（約 60分）  

（株）ワイズマン 

【会   場】 ＷＥＢ開催（ZOOM） 

【定   員】 ５００回線（先着順） 

【申込締切】 ２０２１年４月２０日（火） 

【参 加 費】 会員 ５，０００円／1 回線  会員以外 ８，０００円／1 回線 

【お 支 払】  お申し込み後にメールにてご案内いたします。（参加費のお振込みは 4月 26日まで） 

【そ の 他】 連絡担当者様宛に「参加費請求書」を受付完了時に e－mail にてお送りいたします。 

セミナーの配信時には当会にて接続回線の数を確認いたします。申込回線数より

多い使用回線数であると判明した場合は、後日参加費を請求させていただきます。 

【主   催】 日本慢性期医療協会 




